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茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 山梨 長野 静岡

港湾残置型枠ブロック〈プレキャストコンクリート製残置型枠工法〉

漁港施設における「腹付け工」をプレキャスト化
意匠登録番号:第1567042号

　「プレキャストコンクリート製残置型枠工法」は、漁港
の岸壁・物揚場等で機能保全や性能向上のために実施
される水中コンクリートによる「腹付け工」を、プレキャ
ストコンクリート製の型枠を構造物の一部とする工法
により施工する技術です。
　従来の鋼製型枠を本製品に置き換えて施工するこ
とで、施工効率と作業安全度の向上が期待できます。

※一般社団法人 全日本漁港建設協会
　（漁港プレキャスト工法研究会）
　「プレキャストコンクリート製残置型枠工法」準拠製品

1.日当たり施工量の増加
施工作業の標準化により工期が30％程度短縮できます。

2.作業工程の合理化
陸上の整備スペースは不要。残置型枠は完成構造物の一部とな
り作業工程が合理化できます。

3.作業安全度の向上
残置型枠据付は水中の開放空間作業となり作業安全度を向上で
きます。

4.経済性の向上
腹付け工幅1.0m未満の施工が可能。段毎の据付により建設機
械の所要規格が低減できます。

5.利用の合理化
泊地の減少面積が最少化できます。係留等の供用制限期間を短
縮できます。

●漁港施設における本工法使用の特長 残置型枠工法の概要

既
存
施
設

500

対応腹付け工幅
0.6m以上

① 既存施設表面にアンカー工を施工

② 1段目を据付、セパレータで固定

③ 2段目以降は同様に据付・固定

④ 残置型枠と既設の間に
　 水中コンクリート打設

⑤ 上部工を施工し完了

基本形状図

形状・寸法
重量表

L=4000、L=3000もございます。

H

■寸法・重量表（L=5000)
■平面図

■正面図 ■側面図

ポンプ車等

施工手順

施工手順

既存施設

500

対応腹付け工幅
0.6m以上

・1段目は基礎となるため法線やレベル等を確認してください

ラフテレーンクレーン等

1）基面清掃工

既存施設

2）掘削工

3）アンカー工

7）セパレータ工

5）残置型枠据付工
（据付後に左右連結）

6）漏洩防止工
500

対応腹付け工幅
0.6m以上

接着系アンカー

ラフテレーンクレーン等

既存施設

10）セパレータ工
8）残置型枠据付工

9）上下左右連結

500

対応腹付け工幅
0.6m以上

接着系アンカー

・打継ぎ施工の場合は、残置型枠の据付段数を調整し適切な打
継処理を行ってください。
・打継ぎ位置は残置型枠天端より10cmほど下げてください。

基礎部①

水中コンクリート工③

・8）～10）の工程を所定の高さまで繰り返します。

・上部工等を施工し完成します。

中間部②

完成④

既存施設

500

対応腹付け工幅
0.6m以上

上部工

水中コンクリート工

ケーシング等

1回の打設可能高さ
Hc≦3.0mまたは
Hc≦5.0m以下

L=5000

31
0

19
0

L=5000 310190

高さ
H(mm)
800
900
1000
1100

参考重量
(kg)
1984
2235
2484
2734
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